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(
仮
称
)足立区総合文化センターが

1
6年
秋
に
誕
生
し
ま
す

北
千
住
駅
西
口
に
建
設
が
進
む
再
開
発
ビ
ル
の
1
0階
か
ら
1
2

階
に
、
(
仮
称
)
足
立
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。

剏
席
の
劇
場
を
中
心
に
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
区
民
活
動
の
ス
ペ
ー

ス
な
ど
が
あ
り
、「
文
化
芸
術
の
創
造
と
発
展
の
場
」
を
め
ざ
し

ま
す
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
公
設
民
営
方
式
に
よ
り
、
使
い
や

す
い
施
設
と
し
て
話
題
性
の
高
い
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
t
な
施
設
を
紹

介
し
ま
す
。

劇
場

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応

演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
コ
ン
サ

ー
ト
、
落
語
な
ど
多
彩
な
催
し
物
に

対
応
で
き
る
、
沺
席
の
中
規
模
劇
場

で
す
。臨
場
感
に
あ
ふ
れ
る
空
間
と
、

下
町
や
人
情
と
い
っ
た
足
在
な
ら
で

は
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
、
皆
さ

ん
が
楽
し
め
る
も
の
を
上
演
し
ま

す
。ま

た
、講
演
会
や
企
業
の
研
修
会
、

映
画
会
な
ど
、
用
途
に
合
わ
せ
て
利

用
で
き
る
多
口
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の

活
用
も
で
き
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ

ー

生
活
文
化
の
演
出
空
間

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
役
割
や
展

示
内
容
の
範
囲
を
幅
広
く
と
ら
え
、

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
親
し

み
や
す
く
生
活
文
化
に
深
く
根
ざ
し

た
展
示
・
演
出
を
し
て
い
き
ま
す
。

出
版
社
、
放
送
局
、
新
聞
社
な
ど

の
マ
ス
コ
ミ
や
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
企
画
展
示
を
中
心
に
、
K
展
や
区

文
化
祭
な
ど
、
区
民
の
芸
術
活
動
発

表
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま

す
。

区
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

区
民
の
文
化
活
動
の
拠
点

演
劇
や
音
楽
の
練
習
の
場
と
し
て

の
稀
古
場
、
練
習
室
、
講
義
室
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
体
験
講
習
会
)
や

創
作
活
動
の
た
め
の
使
い
や
す
い
施

設
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

1
4年
7
月

運
営
会
社
設
立

9
月

営
業
計
画
策
定
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
制
作
交
渉
開

始
、
開
館
記
念
事
業
演

目
決
定

1
5年
5
月

「
友
の
会
」会
員
募
集
閧

始

1
6年
2
月

再
開
発
ピ
ル
竣
工

4
月

施
設
見
学
会

9
月

開
館
・
こ
け
ら
落
と
し

▲ 再開発ビル の完成 イメージ 図

▲ 11階、12階には700席
の劇場( イメージ図)

お問い合わせは
生涯学習施設建設室

3880- 5111 ㈹

施 設 概 要
◇ 所 在地… 刊 主3- 92

◇ 劇場( 11 階、12階)

● 客席1 階席550 席

2 階席150 席

● 舞台 プロセニアム形式

( 額縁の形状をしたもの) 　　

間口11～13m・高さ7m・　　

奥行20m

● 楽屋5 室( 計45人分)

◇ ギャラリー( 11 階)

床面積1, 000:㎡

◇ 区民活動スペー ス( 10 階)

● 稽古場3 室( 190 ㎡、85㎡。

85㎡)

● 練習室2 室( 72 ㎡、38㎡) 　

● 講義室1 室( l l Oi ㎡)

ポイ捨ては
やめましょう!

足立区まちをきれいにする条例
問先= 地域支援課地域支援

03880 ―5856

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
足
立
区
本
庁
舎
跡
地
の

開
発
・
整
備
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
一
。年
度
行
政
評
価
の
報
告
/
非
常
助
職
員
募
集
6

・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
区
長
へ

の
手
紙
か
ら
/
め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶
/
掲
示
板
8

面
▽
▽
▽
郷
土
博
物
館
・
企
画
展
「
稲
と
わ
ら
」
/
な

く
そ
う
/
・
交
通
事
故
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

税
金
の
申
告
は

お
早
め
に
!

申
告
期
間
=
2
月
1
8
日
～
3
月
1
5
日
　

住
民
税
の
申
告
は
区
役
所
課
税
課

で
、
所
得
税
の
申
告
は
税
務
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
(
い
ず
れ
も
郵
送

可
)

問
先
=
K
・
課
税
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足
立
税
務
署

廿
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

㈹

西
新
井
税
務
署

啻
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

㈹

区長へのファクス
FAX　3880- 5678

「区 民 の 声 」を

お待 ちしています!

人
々
が
出
会
い

地
域
と
文
化
を
つ
な
ぐ
「
か
け
橋
」に

隅
田
川
が
大

川
と
呼
ば
れ
て

い
た
江
戸
時

代
、
千
住
の
ま

ち
は
日
光
街
道

の
初
宿
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

初
年
以
上
前
、
そ
の
大
川
に
初
め
て

架
け
ら
れ
た
橋
と
し
て
有
名
な
千
住

大
橋
は
、
肖
時
か
ら
様
々
な
人
々
を

江
戸
文
化
と
と
も
に
千
住
か
ら
送
り

出
し
、
あ
る
い
は
地
方
の
文
化
と
と

も
に
千
住
に
迎
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
化
往
来
の
長
い
歴

史
を
持
つ
千
住
の
ま
ち
に
、
こ
の
た

び
、
新
し
い
「
文
化
の
か
け
橋
」
と

し
て
(
仮
称
)
足
立
区
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。
大
川
に
架

か
る
千
住
大
橋
の
よ
う
に
人
々
が
行

き
交
い
様
々
な
文
化
を
つ
な
ぐ
、
足

立
の
新
し
い
拠
点
と
な
り
ま
す
。

人
と
人
と
の
出
会
い
は
文
化
を
集

め
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
産
み
出
し

ま
す
。
こ
の
新
し
い
「
文
化
の
か
け

橋
」
の
誕
生
に
よ
っ
て
K

民
は
も

と
よ
り
、
K
外
か
ら
も
多
く
の
人
々

が
ま
ち
に
集
い
、
K
に
こ
れ
ま
で
以

上
の
活
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
く
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
文
化
と
人
の
に
ぎ
わ

い
」
と
い
う
新
し
い
足
立
の
イ
メ
ー

ジ
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

足
立区
長
　鈴
木
恒
年

・区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月12 日
から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡 例

紂
%
難
詔
り
・
一
心
歸
梵
悶
悶
跏

精
神
保
健
講
演
会

中
高
年
の
う
つ

「
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
、
体
調
が
何

と
な
く
良
く
な
い
、
何
も
や
り
た
く

な
い
」
そ
れ
は
I
つ
つ
"
の
症
状
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
時
=
2
月
2
2

日
閙
、
午
後
1
時
3
0
分～
3
時
3
0
分

講
師
=
坂
本
博
子
氏
(
日
本
医
科
大

学
精
神
神
経
科
講
師
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
保
健
家
族
教
室

精
神
障
害
者
を
持
つ
家
族
が
、理

解
を
深
め
る
た
め
の
教
室
で
す
。

日
程
等
=
表
I
定
員
=
5
0
人
費

用
=
無
料
申
込
=
電
話
場
・
申
・

問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
`

-
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

表1 精神保 健家 族教室

※ いずれも時間は、午後2時～4時

脂
っ
と
る
会
に
よ
る
学
習
会

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
体
操

筋
肉
に
軽
い
刺
激
を
与
え
、
爽
や

か
な
汗
を
か
い
て
体
力
年
齢
を
若
返

ら
せ
ま
せ
ん
か
。
※
高
脂
血
症
か

ら
く
る
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
学

習
(
隔
月
第
4
水
曜
)
の
一
環

日

時
=
2
月
2
7日
團
、
午
前
1
0時
～
正

午

対
象
=
高
脂
血
症
が
気
に
な
る

方
で
、
今
後
も
学
習
会
に
参
加
希
望

の
方

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

こ
こ
ろ
の

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
と
き
め
い
て
い
ま
す
か

こ
こ
ろ

の
鼓
動
」

人
間
関
係
の
希
薄
化
、不
況
、リ

ス
ト
ラ
な
ど
ス
ト
レ
ス
の
度
合
い
が

増
す
現
代
、心
の
健
康
を
損
な
う
人

が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
催
し
は
、

区
民
の
心
の
健
康
、心
の
病
に
対
す

る
理
解
、心
の
病
を
も
っ
た
方
々
の

社
会
復
帰
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。日
時
=
3
月
2

日
出
、午
前
H
時
3
0
分
～
午
後
4
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
容
=

特
別
講
演
「都
市
で
の
暮
ら
し
方
と

こ
こ
ろ
の
病
」・
日
向
野
春
総
氏
(
精

神
科
医
師
)
/
演
奏
・
演
劇
/
模
擬

店
、お
茶
会
、自
主
製
品
展
示
販
売
、

ふ
れ
あ
い
の
場
、精
神
障
害
者
向
け

就
労
・
年
金
・
法
律
相
談
、家
族
相

談
な
ど
費
用
=
無
料
申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ
※
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
問
先
=
疾
病
対

策
係
`
(
3
8
8
0
)
5
3
5
8

ア
ル
コ
ー
ル
と
生
活
習
慣
病

の
関
係
を
考
え
る

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
と
ア
ル
コ
ー
ル
と

の
関
係
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日
時
=
3
月
7
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
対
象
=
関
心
の
あ
る
区

民

内
容
=
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
と

こ
こ
ろ
」
※
最
新
の
健
診
結
果
が

あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い

講
師
=

後
藤
恵
氏
(
成
増
厚
生
病
院
医
師
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

晋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

失
語
症
を
学
ぶ

脳
卒
中
な
ど
の
病
気
や
交
通
事
故

な
ど
の
後
遺
症
に
よ
り
、
言
葉
を
話

す
、
言
葉
を
理
解
す
る
、
読
む
、
書

く
な
ど
が
困
難
な
状
態
が
失
語
症
で

す
(
発
声
障
害
や
麻
ひ
性
の
構
音
障

害
と
は
異
な
り
ま
す
)
。

失
語
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
学
習
会
で
す
。日
時
=
3

月
7
日
困
、午
前
旧
一
時
～
午
後
4
時

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対
象
=

失
語
症
で
お
困
り
の
方
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
の
関
係
者

内
容
=
午

前
…
「
失
語
症
に
つ
い
て
」「
社
会
資

源
の
活
用
」
/
午
後
・
:当
事
者
・
家

族
意
見
交
換
会

定
員
=
4
0人
程
度

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込

=
電
話

申
・
問
先
=
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

1
4年
度

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
会
受
講
者
募
集

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
社
会
参
加

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

、
各
種
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程
等
卜
‥

表
2

対
象
=
区
内
在
住
の
障
害
者

費
用
=
無
料
(
材
料
費
負
担
の
場
合

あ
り
)

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
来
所

期
限
=
2
月
2
5
H

※

移
動
困
難
な
方
は
拠
点
間
の
送
迎
バ

ス
が
利
用
可

申
・
問
先
=
▽
東
部

地
域
…
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0
　
　
　

叭
(
5
6
8
2
)
5
6
6
5

▽
西
部
地
域
・
:西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー啻

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2
　
　
　

砌
(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

乳
幼
児
の
発
達
相
談

就
学
前
ま
で
の
発
達
に
心
配
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
通
所
指
導
、
心

理
、
言
語
の
個
別
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
幼
児
指
導
係

登
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の

リ
ズ
ム
体
操

お
f
さ
ん
と
身
体
を
使
っ
て
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。日
時
=
2
月

2
8
日
附
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分

場
所
=

束
和
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
N
‥
1
、2
歳
児

内
容
=
リ
ズ
ム
体
操

講

師
=
若
杉
博
了
氏
(
リ
ズ

ム
体
操
講
師
)

定
員
=
6
0組
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
卜‥東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

登
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表2 障害福祉総合センター技能講習会日程等

※ 東部地域は、国道4 号の東側と千住地域
西部地域は、国道4 号の西側と小台、新田、宮城地域

足
立
区
本
庁
舎
跡
地
の
開
発
・
整
備
に
関
す
る

事
業プロ
ポ
ーザル
第二
次
提
案

本
庁
舎
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
第
一
次
入
選
に
決
定
し
た
4
提

案
を
も
と
に
、
こ
の
た
び
第
二
次
提

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
(
表
3
)
。
な

お
、
今
回
は
敷
地
形
状
な
ど
の
条
件

変
更
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

今
後
、
審
査
委
員
会
に
お
い
て
最

優
秀
案
、
次
点
な
ど
を
決
定
し
、
K

長
に
答
申
し
ま
す
。
そ
し
て
区
長
が

最
終
決
定
し
、
麝
業
化
し
て
い
き
ま

す
。
決
定
結
果
は
、
広
報
紙
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
ア
ド
レ
ス
は
I
面

右
h
)
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

□
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
　

こ
の
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
、

次
の
機
能
、
施
設
を
備
え
た
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
部

分
は
、
建
物
完
成
後
。
区
が
買
い
取

り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
を
効
率

的
に
活
用
す
る
た
め
、
そ
の
機
能
の

一
部
を
民
間
事
業
で
肩
代
わ
り
す
る

こ
と
を
提
案
者
に
要
望
し
ま
し
た
。

▽
機
能
と
施
設

(
1
)支援
機
能
…
相
談
室
、パ
ソ
コ
ン
・
4

・
―
!
I
C
A
D

な
ど
の
研
修
室
、
S
O
H
O
　
(

小
規
模
な
仕
叭
場
:
S
O

、
ま
た

は
仕
事
場
を
兼
ね
た
居
室
:
H
O
)

の
う
ち
、
新
た
に
事
業
を
始
め
る
方

な
ど
を
対
象
に
し
た
S
O

(
2
)交流
機
能
・
:イ
ベ
ン
ト
巌
示
場
、

常
設
展
示
場
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

(
3
)
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

機

能

…

産

業

情

報

室

匸

父

流

室

、

会

議

室

-

い

ず

れ

も
-

4

提

案

に

対

す

る

ご

意

見

を

、

郵

便

、
E

メ

ー

ル

、

フ

ァ

ク

ス

で

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

送

付

・
問

先
=

企

画

課

企

画

調

整
-
T

圀

・
8
5
1
0

中

央

本

町
1
1
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
2
　
　
　

陬
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

E
メ
ー

ル
=
k
i
k
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
　
　
　
　
　
a
c
h
i
.
t
o
k
y
0

・
J
P

図1 対象敷地

※ 第二次提案では対象用地をA 、C、D
敷地に変更しました

表3 本庁 舎跡地利 用の事業プロ ポーザル第二次提案( 概要)
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オープン

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
伊
興

1
月
2
5
H
、
区
内
で
2
4番
日
と
な

る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
伊
興

地
K
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
担
当
地
域
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

し
た
(
表
4
)
。
問
先
1
在
宅
支
援

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表4 担当地域を変更し た在宅
介護支援センタ ー乳

幼
児
の
医
療
費
助
成

就
学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以
降

最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に
、
保
険
診

療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分

(入
院
時
の
食
事
療
養
費
を
除
く
)

を
助
成
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
に

住
所
が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
乳
幼
児

※
生
活
保
護
受
給

者
・
咀
f
・
施
設
入
所
を
除
く

□
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

4
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
は
、
次

の
と
お
り
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
所
得
制
限
の
限
度
額

所
得
税
法
に
規
定
す
る
控
除
対
象

配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
な
ど
の
人

数
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
(
表
5
)
。

※
1
3年
1
0月
か
ら
所
得
制
限
額
を
引

き
h
げ
、
あ
わ
せ
て
杪一
年
中
の
所
得

で
判
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

▽
所
得
判
定
の
方
法

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
(
父

ま
た
は
母
。
父
母
が
い
な
い
場
合
は

養
育
者
)
の
p一
年
中
の
所
得
か
ら
各

種
控
除
(
表
6
)
を
差
し
引
い
た
所

得
が
、
所
得
制
限
の
限
度
額
未
満
で

あ
れ
ば
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
所
得
…
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
/
そ
の
他

の
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
控
除
し
た
金
額

申
・
問
先
=
児
嶬
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

(乳
)医
療
証

自
己
負
担
金
の
還
付

恥
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
が
、
都

外
や
客
医
療
証
を
取
り
扱
わ
な
い
医

療
機
関
で
受
診
し
た
り
、
靠
医
療
証

を
持
た
ず
に
受
診
し
た
場
合
に
は
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
金
を
助
成
し

ま
す
(
保
護
者
の
口
座
に
振
り
込

み
)
。受

診
の
際
に
は
、
領
収
書
(
受
診

者
氏
名
・
保
険
点
数
・
受
診
年
月
日
・

医
療
機
関
名
・
領
収
金
額
の
記
載
の

あ
る
も
の
)
を
受
け
取
り
、
還
付
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
I

領
収
書
/
印
鑑
/
靠
医
療
証
の
保

護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)
/
翦
医
療
証
/
健
康
保
険
証

申
請
方
法
=
窓
口
も
し
く
は
郵
送

申
・
問
先
=
児
童
給
付
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に

該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方

は
児
童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ

り
未
就
学
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得
制
限
あ
り
(
表
5
)
。
昨
年

度
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
も
再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
請
求

(独
立
行
政
法
人
の
職
員
は
除
く
)

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は

児
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

※
所
得

制
限
あ
り
(
表
5
)

-

い
ず
れ
も
I

手
当
月
額
1
1
8歳
未
満
の
児
童
の
中

で
、
就
学
前
の
児
童
が
、
▽
一
人
口
・

二
人
目
・・・
ひ
と
り
に
つ
き
5
千
円

▽
三
人
目
以
降
:
i
万
円

※
請
求

の
翌
月
分
か
ら
支
給
(
遡
及
し
ま
せ

ん
)

申
込
=
保
護
者
名
義
の
都
内

金
融
機
関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)
・
年
金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・

印
鑑
(
朱
肉
の
つ
く
も
の
)
を
持
参
の

う
え
。
児
童
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉

事
務
所
(
表
7
)
へ

問
先
=
児
童
給

付
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表5 乳幼児医療助成 、児童手当・
特 例給付の所 得限度額

表6 所 得限度額( 表5)
の 控除額

表7 福祉事務所一覧

※ 電話はおかけ 間違い のない
ようにお願いします

医
療
費
を
大
切
に

老
人
医
療
費
が

増
え
続
け
て
い
ま
す

突
然
や
っ
て
く
る
病
気
や
け
が
。

多
額
の
負
担
で
経
済
的
苦
痛
を
負
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
安
心

し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、

老
人
保
健
医
療
制
度
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
医
療
費
の
財
源
は
、
皆

さ
ん
の
保
険
料
と
国
・
都
道
府
県
・

区
市
町
村
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方

の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
制
度
で

す
。
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の

有
効
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

区
が
1
2年
度
に
支
払
っ
た
老
人
保

健
医
療
費
の
総
額
は
約
福
億
円
、
I

人
当
た
り
平
均
約
7
6万
9
千
円
で
し

た
。
1
3年
度
も
医
療
費
は
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り

が
病
気
予
防
や
上
手
な
受
診
を
心
掛

け
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
医

療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

□
医
療
費
の
有
効
利
用
七
か
条

(
1
)医者
に
か
か
る
と
き
は
、
症
状
を

要
領
よ
く
説
明
し
ま
し
よ
う

(
2
)かか
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
よ
う

(
3
)同じ
病
気
で
、
い
く
つ
も
の
違
う

医
者
に
か
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

(
4
)治療
よ
り
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

(
5
)定期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し

よ
'つ

(
6
)栄養
・
運
動
・
休
養
の
健
康
三
原

則
を
守
り
ま
し
ょ
う

(
7
)医療
費
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
保

持
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

問
先
=
高
齢
医
療
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

ワ
ンポ
イ
ント

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう( 10) ～　

肩甲骨と骨盤を正常な位置に
保つことは、姿勢を良くし、刷
こりゃ腰痛になりにくい体をつ
くります。今回は肩甲骨・骨盤
周辺の筋肉をほぐし、関節の動
きを滑らかにするエクササイズ
を紹介します。簡単ですので毎
日行いましょう。
※ 肩や腰に痛みがある方は、痛みを
感じない程度に行ってください

A 屑まわし
①背筋を伸ばし、両手を肩にのせる
②ひじで円を描くようにゆっくり大き
く回す( 前まわし、後ろまわし)
《ポイント》
・肩甲骨が動いていることを意識すると
効米的です

・背 筋を 伸ばして 肩の 力を抜きながら行い まし ょう

B 腰まわし
①足を肩幅ぐらいに開いて立ち、両手を腰にあてる
②頭は 動かさずに、腰で円を描 くよ うに

ゆっくり 大きくまわす( 右まわし、左

まわし)
《ポ イント 》

・骨盤が 動い ていることを意識 すると効

果的で す
※ AB とも各力向へ5 回程度繰り返しましょ う

《体育振興担当課113859- 3422　　　　　　　　
協力: 生涯学習振興公社》

選
挙
豆
知
識

事
前
運
動
の
禁
止

選
挙
運
動
は
、
公
職
選
挙
法
で
、

選
挙
の
公
・
告
示
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
の
間
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
。
公
・

告
示
日
前
の
選
挙
運
動
、
い
わ
ゆ
る

「
事
前
運
動
」
は
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
候
補
者
の
選

挙
運
動
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

無
用
の
競
争
を
避
け
る
と
と
も
に
、

選
挙
運
動
費
用
の
増
加
を
抑
制
し
、

お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
る
行
為
が
選
挙
運
動
に
あ
た
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
、
そ
の
行
為
の

な
さ
れ
る
時
期
、
場
所
、
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
実
態
を
把
握

し
て
判
断
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
公
・
告
示
日
前
か
ら
、

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
の
名
前

を
連
呼
し
た
り
、
投
票
依
頼
を
行
っ

た
り
す
る
こ
と
は
事
前
運
動
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

`
-
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

■
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
■

選
挙
骨
理
委
貝
会
で
は
。
毎
年
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

を
調
製
し
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
人

名
簿
を
選
挙
人
に
対
し
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。期
間
=
2
月
2
3
日
～

3
月
9
日

場
・
問
先
=
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

豐
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

福
祉
事
務
所
の
窓
口
案
内

福
祉
丿
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
る
な
ど
、
生

活
費
や
医
療
費
で
お
困
り
の
方
に
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

□
咼
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

(
お
お
む
ね
6
5歳
以
L
)
の
介
護
保

険
に
関
す
る
こ
と
や
介
護
保
険
以
外

の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
(
日
常
生
活
用

具
の
給
付
、
住
宅
改
修
な
ど
)
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
、
更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や

住
宅
設
備
改
善
費
の
給
付
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聴
覚
障
害
の
方
に
は
。
中
部
福
祉

事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
、
午
後
1
時

か
ら
4
時
に
手
話
通
訳
者
が
相
談
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

□
知
的
に
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
・
通

所
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母

予
家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金

や
就
職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、

母
子
生
活
支
援
施
設
(
母
子
寮
)
へ

の
入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。指

定
の
国
民
砧
舎
な
ど
を
、
年
2

泊
低
額
な
料
金
で
提
供
す
る

「ひ
と

り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」
の
制
度
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状

況
で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
女
性
を
対
象
に
棚
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・・・家
庭
相
談
員
が
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
て
い
ま
す

▽
児
童
相
談
…
f
ど
も
の
養
育
や
障

害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
。
東
部
、
西
部

の
各
福
祉
事
務
所
で
は
、
毎
週
木
曜

日
、
午
前
9
時
か
ら
正
午
に
児
童
福

祉
司
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な

理
由
で
出
産
費
川
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費

用
で
入
院
・
出
産
の
で
き
る

「入
院

助
産
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

病
院
が
指
定
と
な
り
、
所
得
な
ど
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

く
わ
し
く
は
、
福
祉
丿
務
所
(
表
7
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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13年度行政評価 レポ一卜

足立区の 現状 に ついて
報告します

区は、12年度から区政診断(行政評価)に取り組んでいます。行
政評価は、区民の皆さんの生活から見て区の施策や事業の評価を
行い、より効果のあがる施策を選択しようとするものです。同時
に、区や区政の現状を、議会はもとより区民の皆さんに十分に知
っていただき、広範な議論を積み上げて成果の向上をめざすもの
でもあります。そのためには、政策や施策、事務事業それぞれの
評価方法や評価基準の確立が必要です。しかし、区政診断制度は
まだ緒についたばかりで試行の段階にあります。そこで今回は、
診断に用いた指標を示しながら。区や区民生活の現状を中心にお
知らせします。

9 つの診断分野
区政診断では、区民の皆さんの暮
らしや区政がどのような状況にある

かを、できるだけ全体的に把握する
ことから始めました。 健康診断が人
の体をいくつかの部位に分け て診断

するように、区民の杵さんの止活分
野を9 つの診断分野に分けてみまし

た。診断分野によっては、成果や指

標の数値の改善と区行政の役剛が直
接的には結びつかず、むしろ国や都、
企業あるいは区民の皆さんの力が大

きく影響するものもありますが、総
合的行政を進める巾で。住み良い足

立の央現のため様々な努力を続けて
いきます。

これからも精度を高める区政診断
現在、21 世紀にふさわしい区政の 診断と合わせて、t な施設の運営経

改革に取り組んでいます。今後、区 費や事業コストもまとめました(衣1) 。
民の皆さんのご意見も伺 う予定 で 区政診断制度は、多くの方の意見に
す。行政評価は、区政改革と連動し、 より育っていきます。区民の皆さん

行政と区民の杵さんの協働と参画を のご理解とご協力をお噸いします。
進める制度として充実させていきま 紙面の都合 匕、区政診断結果をす
す。今後、政策評価への取り組みや べてお 伝えすることはできません。

事務事案評価の内容についても明ら 報告i ' lの全体は、区のホームページ
かにしていきます。なお今回、区政 や区政情報室でご覧ください。

表112 年度におけるコストの例示

※ その他、休日診療所( 歯科含む) 、がん検診、予防接岡、K 立小・中学校、

児童館、学童保育室、老人会館、老人館、区民保養所、集会室、投票所、
広報紙のコストを報告しています

行 政 評 価 レ ポ ート に つ い て は 区 政 改 革 へ

3880 ―5111 ㈹

診断結果の概要(抜粋)

高齢・障害
表1 は、特別

餐護 老 人ホ ー

ムへ の 入所 を

希望し ている高 齢者の人数を乍度別に

まとめたものです。おおむね増加傾向に

あることがわかります。I K の高齢化率

( 全人|ミ1に占める65歳以11の方の割合)

は、23K 平均と比較すると低いとは言

え、確実に川 加傾向にあり( 表2) 、今

後も加速度的に増
加することが予想
されます。このほ

か、「高齢・障害」の分野では 介護を必

要としない鳥齢者の割合や 養護学校卒

業後に進路の決まらない心身障害 者の

割合などの項目があります。

喪1 区内犒別螯護老人ホーム入所希望者数(人) 表2 足立区の高齢化率( %)

※ カッコ内は、23区平均の高齢化率

子育て・教育
表1 は、保

育サービスを
希望しながら
受けられない
児童数を年度別にまとめたものです。
【式では 公立( 公設公営60 園、公設民営2
園)・私立( Z3園)の認可傑育園はもとよ
り、保育ママ、認証保 青室、民間の保
育室への助成を行い、多様な保育サー
ビスを提供しています。診断指標の飯
値は、こ れらのサービスを希望しなが

ら い・rれ
も 受 る
こ と( l で
き なp つ

た児 嗷数です。o歳 から5 歳まで・)人
目はおおむね減少傾向にある一一方で、
公立・ 私立の傑育園の定n 数は 徴。9し
てい ます( 表2) 。いずれ のサービス
も受けられない児嗷数は12 年度に浅少
していますが、さらに推移を見てI べ
必要があります。

表1 保育サービスを希望しながら受
けられていない児童数(人) 表2 区内のO歳から5 歳の人口(、)

※ カッ⊃内は、保育園(公立・私立)定員畧(人)

健 康表| は 国民 健康保映に
加入して いる方を対象に

・一人当た りの平均医 疲費を
年度別にまとめ たものです。8乍 度か
ら12年度にかけて、約7. 7%t 昇してい

ます。こ の同の物価E 昇率がI % 程度
(友|) であることから、医療費の負
佃が 伸び ていることがわかります。ま

た、ほ民) 人当たりの平均医療機関受

診件数に注目すると、こ
ちらも年々伸びており、8
年 度か ら12 年 度に か

けて約16% 川加し ていること がわか

ります( 表2) 。このほか、「健康」の
分野には 生活習慣病の状況や健康診斯
の受診状況などの項目があります。

表1 区民一人当たりの平均医康費(円)

※ カッコ内は、東京都区部消費者物価指数

表2 区 民 一人 当 た りの 平 均 医療 擔 闢受 診 件撒( 件)

環 境
表1 にあ る鍛値は、微

生勧が 水中 の有 機物 を1

こ酸化 炭 素や 水など に

分解す るために 必要な酸 素量のこ と

で、この数値が大きければ 大き いほど、

り1の水は汚 れています。フナやコイが

棲めるのは5mg/ Q 以下、ヤマメやイ

ワ ナなど は2mg/ 6 以ドと 言われ て

います。

綾瀬川は汚れた川として有名にな っ

てし まいましたが、閥や都、埼・E県、2K11

市による 「清流ルネッサンス21

地 城協議 会j などの取り組みにより、

きれ いな 水に戻 りつ つあ

ります。

この 他、「環 境」の 分野
にはディーゼ ル眼などから排出される

「浮遊粒f 状 物質( SPM) 」の濃度

やダイオキシン の濃度、騒・盲環境曜準

達成率、年問ご み処理量、エネルギー

の状況などの 項目があります。

表1 綾瀬川の生物化学的酸素要求量
( BOD) ( mg/ 1)

安 全
表1 は、l 覡内 で発生し
た火災によって焼け てし
まった延べ床面柚 です。11
年度においてー- )皮悪化

しましたが、おおむね改 再傾向にあり
ます。火災の 発生件数は、いずれの乍
においても屯X)件を|ご川っ ていること
から( 表I ) 、| 件当たりの焼批而積が
減っていることが わかります。
火災の原因については、いずれの年

においても「放火」が大 寥を占めてお
り( 衣2) 、放火を 減らすこと が火災

r 防 の方策とし て有j な
ことがわかります
このほか 「女全」・)分

野には、交通!鮮故によ 年ゝ
川死鵬 者数、年間犯罪発生件数、、卜常
持出柚をまとめてあるK 民の割介4 ど
の項1: |があります。

表1 区内火災発生件数(件)

※ カッコ内は、火災による年間焼損面積( ㎡)

裏2 原因別火災発生件数( 件)

産業・ 経済
衣1 は 国( 耗

沸産業省) が行っ
ている商業統計・l l
業統計の数 値

です 痢裏統 什は
5年おきとその巾間年に行われている
ため、数値が1～2乍おきになります。
また、l l 藁統計は令数調査と 一一郎爾食の
年があるため、・l人以11の 嘔業所を対象
に毎年祐われる調介の数碵を掲岐しま
した。商裏については、9乍度から||年
皮にかけ て片F の尤りl l げ 川加が 兒ら

れますが、 従‘ 11&
‥ )人当たりに換算
すると、Z3l f 均
の3 割前後にしか
な り ま せ ん( 人

2) 。|) 。業については、年々川荷額が滅
少しており、従小&・- 一人i たりの|11碕翻
も、3K̀ 卩均の6割程度にとどまってい
ます。このほか、「産業・経済」の分脊
には|或民の 覃均所 得噸や雇J l j保諛受給
占數などの項11があります。

行 政衣1 に示した経常収支
比率とは、家計に例えれ
ば、家賃や光熱水費、口
一ン の返済など、必ず支払わなければ

ならな い経賢が。 全部の 支出に対して

ど のくら いの創 合を占めているかに相
当し ます。この数値が大きくな るほど、

区は 新し い課題に対して財源を投入す

ることが 難しくなり ます。都 市部の自

治休におけ る経常収 支比申は、75% 以

内に 収まることが 妥当と 考えられてい

て、匐% を超えると赤信 号と言わ才1て

います。n 年 度においては約! xl %にも

達してしまいましたが、12
年度にはやや持ち直し

ました。
このほ か、「行政」の 分野には、区

民税や国民健康保険 料、介護保険料な

どの収納率、区民1 万人当たりの職貝

数。区政に対するK 民 の皆さんの満足

度など の項目があり ます。

表1 区の経常収支比率( %)

区民活動
表1 は、町会・自治

会の 世帯 加人率を 表
わしています。町会・

自治会は、地域を核と
して鈷ぴついた基礎的なコミュニテ ィ
であり 町会や自治 会に脇力していただ

きながら進めている区の施1 も少なく
ありません しかし、加入率は徽減傾|匈
にあり9 年嗅から12年度にかけて約X3

ポイント減少しています
また、表2 は区のポランティアセンタ

一にポラ ンテ ィこと
し て登 録してい1 方
の人数です。ポラ:・テ

ィアの登 録者数に8
年度から12 年度にかけて40% 以 上l 増
細するなど 噸調に推移しています

このほか 「区民活動」の 分野に1: 逝
隣のコミュニケーションが良好とal じ
ている区民の方の割合や、区民の皆; ん

の区政への番両意向などの項目がi・り
ます

表1 町会・自冶会加入率( %) 表2 ボランティアセンターの登録人蠧(人)

利 便 ・ 快 適表1 は、駅前
に放置されたた
めに、撤去され
た自転呶の台数を年度別に まとめたも

のです。歩行者や1K いす、 障害を持つ

方の妨げとな る放 置自 転申ですが、9

年度をピ ークに明らかな 改胯傾向にあ

り、12 年度までに約15% も 減少し まし

た。なお、区内の自転躯駐呶場の収容

台数( 区営と民営

の合計) は、微増

傾 向に あり ます

( 表2)

このほ か、「利 便・快 適」 の分野に

は 交通や日常 の買 い物 、区の文化施設

や体育施設に対す る区民の皆さんの不

便感 など の項目が あります

表1 年間放置自転車台数( 台) 表2 自転車駐車場収容台数(区営・民曾) (台)

監
査
結
果
に
基
づ
き
、

事
務
改
善
し
ま
し
た

区
で
は
適
正
か
つ
経
済
的
な
執
行

を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
、
監
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
定
期
(
通
常
)
監
査
で

は
。
監
査
委
貝
よ
り
5
つ
の
術
摘
と
8

つ
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ

も
、
効
率
性
・
経
済
性
か
ら
重
。要
な

も
の
と
受
け
止
め
、
即
、
職
員
に
対

応
を
指
。
)
小
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

□
指
摘

施
設
整
備
の
工
事
契
約
の
と
き
、

本
体
工
事
は
競
多
入
札
契
約
と
な
っ

て
い
る
が
、
外
溝
工
嘔
は
本
体
)
L
j

の
受
注
先
に
随
意
契
約
さ
れ
て
い

た
。
競
争
入
札
に
さ
れ
た
い
。

(対
応
)

今
後
は
、
本
体
工
事
と
外
溝
1
:事

を
一
括
し
て
、
競
争
入
札
に
改
善
し

ま
す
。

□
指
摘

学
校
の
警
備
委
託
の
時
間
に
、
教

職
員
の
動
務
時
問
が
含
ま
れ
て
い

る
。
適
正
な
時
問
に
さ
れ
た
い
。

(対
応
)

直
ち
に
契
約
内
容
を
是
Ⅲ
し
ま
し

た
。

□

妥
望

委
託
乍
楽
に
お
い
て
、
委
託
料
基

準
額
や
実
鱗
報
告
、
履
行
確
認
が
契

約
仕
様
ぶ
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(
対
応
)

M
t急
に
改
溥
し
ま
す
。

□
謇
望

出
勤
管
理
の
O
A

化
に
伴
い
、
職

員
の
休
暇
節
が
申
請
の
都
度
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
使
用
紙
数
は

以
前
の
個
人
別
申
詰
澹
(
1
人
1
枚
)

と
比
べ
る
と
、
お
お
よ
そ
1
0倍
の
贋

と
な
っ
て
い
る
。

(
対
応
)

本
年
1
月
よ
り
無
駄
の
な
い
よ
う

改
め
ま
し
た
。

足

立
区
長

鈴
木
恆
年

な
お
、
監
査
鮎
米
報
告
が
や
監
査

鮎
米
に
幕
づ
い
て
行
っ
た
措
置
の
通

知
占
は
、
K
政
情
報
室
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
問
先
=

総
務
係

`
-
(
3
8
8
0
)
5
8
2
1

募
集
し
ま
す

□

保

健

婦
(

士
)

非

常
勤

募

集

勤
務

場

所
=
)
区

・
学

務
課

対
象
=

圀
歳

ま

で
の

保

健

婦
(
L
)

有
立

格

者
(
1
4
年
3

月
3
1
日

取

偲
兇

込

み

可
)

内
容
=

学
校

保

健

に

関
す

る

業
務

動

務

条

件

等
=

報

酬

月

額
2
0
万

円
　
(
1
3

年

度
実

績
)
/

週
5

日

以
内
/

採
川
4

月
1

口
/

町
休

・
社

保

あ
り

採
用

人

員
1
1

人

選

考
=

書

類
選

考

お
よ

び
而

接

※

日
程

は

後

日
通

知
し

ま

す

申

込
=

自

雫

の

履
歴

が
　
(
A
4

・
写

真

添

付
)

を

持

参

ま
た

は
郵

送

期

限
=
2

月
2
0
日

必
着

申

・
問

先
=

学

校

保
艇

係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

火

本

町
I
I
1
7
I

・
I

霤
(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

卜
り
り
u
u
h
n

れ

へ
…
……
ら
り
h
い
'
八

集採

用

予
定
1
4

月
以

降

対
象
=

大

学

で

福
祉

ま

た

は
心

理

課

程
を

卒

業

し

、

精
神

保

健

柚
祉

に

理

解
の

あ

る

方

内

容
=

精

神
傑

健

福

阯
業

務

勤
務
条
件
a
週
4
日
/
報
酬
月
額
s

万
円

定

員
=

―

人

申

込
l

履

歴

書

を

郵
送

。

後

日
面

接

あ

り

期

限
=
3

月
1
5
日

必

着

勤

務

場

所
・
申
・

問
先
―
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
9
ヽ
0
0
0
3
東
和
3
-
1
2
1
9
　
　
　
`

‘
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

□
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

応
募
賢
格
=
臨
床
心
理
L
有
資
格
者

勤
務
先
・
時
間
=
以
内
の
小
呼
校
に

週
―
回
8
時
川
/
有
給
(
く
わ
し
く

は
お
川
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)
募

集
人
員
=
若
F
名
申
込
=
自
筆
履

歴
占
(
y
只
添
付
)
を
郵
送
期
限

1
2
川
2
2日
必
着

選
考
=
河
類
審

食
の
う
え
、
次
耐
接
(
3
月
h
句
)

申
・
問
先
l
敦
育
研
究
所
教
育
相
談

係

〒
1
2
1・0
8
1
3

竹
の
塚
2
-
-
S
-
2
1

啻
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

9
)
)
似
`
1
ト

パ
ー
ト
職
員
登
録
肴
募
集

職
種
l
保
育
園
の
保
育
・
調
理
・
用

務
動
務
時
間
=
1
日
2
～
8
時
間
　

(
保
育
園
に
て
指
定
)

採
用
―
欠

八
が
あ
り
次
第
辿
絡

時
給
=
勤
務

時
問
彬
に
よ
り
翻
り

叨
円

勁
円

申
込
=
電
話
(
随
時
募
集
)

申
・
問

先
―
児
礒
調
整
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

東
京
都
認
証
保
育
所
A
型
の
開
設
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集

1
3年
度
か
ら
東
京
都
認
証
保
育
所

の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、A

型
(
駅
前
基
本
型
)
の
認
証
保
育

所
を
1
4年
9
月
ま
で
に
川
所
で
き
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
設
置
を
希

望
す
る
小
業
者
は
3
月
1
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
提
出
潛
頬

な
ど
は
嘔
前
に
お
川
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
保
育
振
興
係

霤
(
3
8
8
0
)
5
8
8
9

駅
め
ぐ
り

梅
島
駅

体
が
縮
こ
ま
り
が
ち
な
寒
い
季
節

で
す
が
、
駅
川
辺
で

「
あ
た
た
ま
る

も
の
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
歩
い
て
み

ま
し
た
。

ま
ず
、1
0分
ほ
ど
歩
く
と
、
親
f

連
れ
で
に
ぎ
わ
う
室
内
の
釣
堀
が
あ

り
ま
し
た
。
手
ぶ
ら
で
行
っ
て
1
時

間
千
円
ほ
ど
で
、
コ
イ
な
ど
の
釣
り

が
楽
し
め
(
持
ち
帰
り
不
可
)
、
親
r

が
触
れ
合
え
る
空
間
で
も
あ
る
よ
う

で
す
。釣
っ
た
魚
の
針
の
は
ず
し
方
、

え
さ
の
つ
け
力
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
い
る
店
主
の
姿
に
は
、
糸
が
引

く
の
を
じ
っ
と
待
つ
釣
り
の
雰
閃
気

と
は
違
い
、
室
内
の
釣
堀
な
ら
で
は

の
暖
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

駅
周
辺
に
点
在
す
る
お
好
み
焼
き
と

も
ん
じ
や
の
お
店
で
鉄
板
を
前
に
。

「
フ
ー
フ
ー
」
言
い
な
が
ら
ほ
お
ば

る
と
体
が
温
ま
り
ま
す
。
も
ん
じ
や

の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
、
キ
ム
チ
や
チ
ー

ズ
な
ど
も
現
代
風
で
乙
な
も
の
。

さ
ら
に
、
泥
風
呂
や
6
m
x
1
.
7
m

の
プ
ー
ル
風
M
の
ほ
か
、区
内
で
「
砂

む
し
風
呂
」
が
楽
し
め
る
銭
湯
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
東
北
地
方
の

黔
少
な
鉱
石
を
砕
い
た
粗
い
砂
を
使

い
、
蔔
分
間
の
人
浴
で
シ
ー
ン
と
体

の
芯
か
ら
温
ま
り
、
様
々
な
効
能
が

あ
る
よ
う
で
す
。
近
く
に
は
玉
ノ
井

部
屋
も
あ
る
こ
と
か
ら
。
栃
東
関
が

訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。

風
邪
を
引
い
て
咳
が
1
1
:ま
ら
な
い

場
合
は
、
明
r
院
に
お
参
り
し
て
み

て
は
。
こ
こ
の
「
八
彦
尊
」
と
い
う

木
製
の
像
は
、
咳
に
効
く
と
江
戸
時

代
か
ら
信
仰
が
あ
り
、
今
で
も
お
年

寄
り
が
咳
に
悩
む
係
を
連
れ
て
お
参

り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

○
一
月
1
0日
吁
で
、
稲
荷
神
社
(
千

佳
橋
戸
町
)
の
こ
て
絵
の
公
開
日
を
、

年
1
回
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

地
。儿
の
方
か
ら
の
情
報
で
、
毎
年
2

月
3
凵
・
5
月
1
5
H
・
9
月
1
5
H
に

公
開
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

《
広
報
課
》

▲ お堂にある布「けさ」(手前) を自分の首にか
けていると咳が止まるという願掛け。冶った

ら、新しいけさと一緒にお堂に奉納します
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
2 月12日
から受け付け

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

黯
%
n
X
U
紀
潁
釉
鱚
陥
び
纏

生
き
が
い
奨
励
金

申
出
書
未
提
出
の
方
へ

1
3年
8
月
1
日
現
在
。
区
内
在
住

で
7
0歳
以
L
の
方
(
昭
和
7
年
4
月
1

日
以
前
生
ま
れ
の
方
)
に
生
き
が

い
奨
励
金
を
区
内
共
通
商
品
券
で
支

給
し
て
い
ま
す
。
申
出
將
(
該
当
者

に
は
昨
年
1
0月
h
句
発
送
済
)
を
ま

だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
2
月

末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
申
出
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
は
、
1
3年
1
2月
初
句
に
K
内
共

通
商
品
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

外
国
人
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

外
国
人
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る

児
献
・
生
徒
を
通
学
さ
せ
て
い
る
保

護
者
の
方
へ
、
学
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
補
助
金
(
1
3
年
1
0
月
～

3
月
)
を
支
給
し
ま
す
。
申
請
方
法
=

▽
K
内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す

る
外
国
籍
を
有
す
る
児
燉
・
生
徒
の

保
護
者
・
:学
校
か
ら
の
指
示
に
従
っ

て
f
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
K

外
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国

籍
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

・
:私
学
振
興
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い

※
在
籍
証
明
書
(
区
役
所
所
定

の
も
の
)
、保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

(郵
便
局
は
除
く
)
、印
鑑
が
必
要
で

す

申
・
問
先
=
総
務
課
私
学
振
興

家
庭
用
品
・
電
気
製
品

立
入
検
査
、
米
穀
販
売

業
者
監
査
に
ご
協
力
を

消
費
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
家
庭
用
品
・
電
気

製
品
の
表
示
に
つ
い
て
の
政
入
検
査

と
米
穀
の
計
画
流
通
制
度
の
適
卍
な

運
営
を
図
る
た
め
の
監
査
を
行
い
ま

す
。
2
～
3
月
中
に
検
査
員
が
伺
い

ま
す
。
対
象
=
家
庭
用
品
・
電
気
製

品
・
米
穀
の
販
売
事
業
者
の
う
ち
、

無
作
為
で
抽
出
さ
れ
た
事
業
者

問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

集
団
回
収
を
始
め
よ
う

集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る

大
切
な
資
源
(
新
聞
・
雑
誌
・
空
き

缶
等
)
を
町
会
、
自
治
会
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
で
日
時
や
場
所
を
決
め
て
川

収
し
、
資
源
回
収
業
者
に
引
き
渡
す

方
法
で
す
。
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

区
に
登
録
し
た
う
え
で
資
源
回
収
を

行
う
と
、回
収
ほ
に
応
じ
て
1
㎏
あ

た
り
・
6円
の
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
た
め
の
懇
親
会
な
ど
に
、

こ
の
報
奨
金
が
利
川
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
績
が
あ
り
希
望
さ
れ

る
団
体
(
圓
世
帯
以
L
)
に
は
、
プ

レ
ハ
ブ
倉
庫
・
運
搬
用
台
嘔
な
ど
の

物
品
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。
集
団
回
収
を
新
た
に
始
め
て
み

た
い
方
、く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
団
回
収
豆
知
識

蒭
資
源
回
収
業
者
の
引
取
価
格
は
、

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か

峇
再
生
資
源
の
価
格
は
、
儒
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
、
景
気
の
影
響
な
ど

で
常
に
変
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
市

況
価
格
と
回
収
以
や
人
件
費
等
に
よ

っ
て
資
源
回
収
業
者
の
引
収
価
格
が

決
ま
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

霤
(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

心″
情
に
よ
り
保
険
料
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
=
災
害

に
あ
っ
た
り
、自
営
業
の
方
が
倒
産
・

破
産
な
ど
で
収
入
が
極
端
に
減
少

し
、
資
産
・
能
力
の
活
用
を
図
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
支
払
い

が
で
き
な
く
な
っ
た
方

※
通
常
の

失
業
・
退
職
に
よ
る
収
入
減
な
ど
は

該
当
し
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
電
話

な
ど
で
ご
和
談
く
だ
さ
い

内
容
=

減
免
は
申
諦
月
以
降
分
か
ら
、
6
ヵ

月
を
限
度

申
・
問
先
卜
‥国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
健
康
保
険
料
は

控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を
す
る

と
き
、「社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象

に
な
り
ま
す
。
お
手
元
に
あ
る
領
収

書
や
口
座
振
替
済
通
知
(
ハ
ガ
キ
)

か
ら
領
収
日
を
確
認
し
て
、
昨
年
の
1

月
か
ら
1
9一月
ま
で
に
納
め
た
保
険

料
の
合
計
額
を
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
※
領
収
濳
な
ど
を
添
付
し
な

く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

4
月
か
ら
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方
へ

□
4
月
か
ら
区
立
小
'
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
、
就
学
係
に
至
急
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
私
立
の
小
'
中
学
校
へ
の
入
学

が
決
定
さ
れ
た
方

入
学
す
る
学
校
の
入
学
許
可
証
を

就
学
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方

入
学
す
る
学
校
に
「
就
学
届
」
が

未
提
出
の
方
は
、
至
急
指
定
の
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
就
学
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

国
民
年
金
保
険
の

お
知
ら
せ

□
口
座
振
替
済
み
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
済
み

の
お
知
ら
せ
の
発
行
は
年
1
回
で

す
。
1
3年
4
月
分
か
ら
1
4年
3
月
分

は
1
4年
5
月
L
句
に
お
知
ら
せ
の
予

定
で
す
。

□
炳
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
日

が
納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
す
と
、
将
来
年
金
が
減

額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
の
納
付

状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

お
手
元
の
納
付
潛
は
1
3年
度
の
も
の

で
あ
れ
ば
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
て

も
、
4
月
3
0日
ま
で
使
え
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
3年
度
第
4
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、
高
率
の
延
滞
金
(
年

率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ
っ
て

納
付
で
き
な
い
場
合
や
そ
の
他
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
課
納

税
第
一
・
第
二
係

登
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

～
7

〝ヒ
カル
の
碁〟

ジ
ュニ
ア
入
門
教
室

囲
碁
は
、
黒
と
自
の
石
を
交
互
に

盤
の
h
に
置
い
て
い
く
簡
単
な
ゲ
ー

ム
で
す
が
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で

す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
ぽ
か
り
で
な

く
囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
=
3
月
2
3日
出
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分

場
所
=
足
覦
区
勤
労
福
祉

会
館

対
象
=
1
8歳
以
F
で
今
ま
で

囲
碁
の
経
験
の
な
い
方

講
師
=
稲

葉
禄
'
F氏
(
N
H
K

杯
司
会
)
、
渡
辺

恵
子
氏
(
囲
碁
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
)

定
員
=
沺
人
(
抽
選
)

費
用
=

無
料

主
催
=
嬲
日
本
棋
院

共

催
=
日
本
棋
院
足
立
支
部
、足
立
区
、

足
立
区
教
育
委
員
会

協
賛
=
東
京

商
工
会
議
所
足
立
支
部
、
榴
石
会

申
込
=
往
復
ハ
ガ

キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、

会
場
名
(
足
立
区

勤
労
福
祉
会
館
)

を
明
記

期
限
=
3

月
1
日
消
印
有

効

※
参
加
者
に

は
、3
月
1
3日
ご
ろ
ま
で
に
入
場
券

(返
信
ハ
ガ
キ
)
を
送
付
し
ま
す

申
・
問
先
=
日
本
棋
院
普
及
部
「ヒ

カ
ル
の
碁
・
ジ
ュ
ニ
ア
入
門
教
室
」係

〒
以
・
8
6
6
8
f
代
Ⅲ
区
五
番
町
　

晋
(
3
2
8
8
)
8
7
2
3
～
5

≪イラスト 一日本棋院提供≫
小川誠子六段のお子さん慧美
さん作

区長へ

の

手紙
から

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

□
区
民
か
ら
の
手
紙

足
立
区
の
財
政
は
赤
字
か
、
黒
字
か

足
立
区
の
財
政
に
つ
い
て
は
、区
の

お
知
ら
せ
や
現
在
の
日
本
の
状
況
か

ら
み
て
も
赤
字
だ
と
思
っ
て
い
た
。し

か
し
、こ
こ
数
回
、我
が
家
に
ビ
ラ
が

配
ら
れ
、
そ
れ
を
見
る
と
足
立
区
の

財
政
は
黒
字
だ
と
い
う
こ
と
が
耆
か

れ
て
い
た
。本
当
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な

の
か
。真
実
を
知
り
た
い
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

私
が
区
長
に
就
任
し
2
年
8
ヵ
月

に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
財
政
状
況

は
想
像
以
上
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
私
は
、
財
政

再
建
を
め
ざ
し
、
職
員
定
数
の
削
減

を
始
め
。
行
政
の
改
革
を
断
行
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
期
化
す
る
経
済
不
況

の
影
響
で
収
入
は
大
幅
に
落
ち
込

み
、
そ
の
一
方
で
支
出
が
ど
ん
ど
ん

伸
び
て
い
ま
す
。

区
財
政
は
赤
字
か
黒
字
か
の
ご
質

問
で
す
が
、
そ
の
年
の
収
入
で
そ
の

年
の
支
出
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
み
れ
ば
4
年
連
続
の
赤
字

で
す
。
し
か
し
、
赤
字
を
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
家
庭
で
は
臨
時
的
な
出

費
に
備
え
た
貯
金
や
親
や
親
せ
き
か

ら
の
借
金
な
ど
で
や
り
く
り
す
る
よ

う
に
、
区
で
も
、
こ
の
よ
う
な
事
態

に
備
え
た
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
や
返
済
金
の
先
送
り
な
ど
で
赤
字

を
埋
め
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
基
金
も
現
在
は
底
を
つ
い
た

状
況
で
す
が
、
9
年
度
2
3億
円
、
1
0

年
度
3
3億
円
、
1
1
1
1

一
年
度
3
5億
円
で
あ

っ
た
赤
字
を
、
1
2年
度
1
1億
円
と
、

赤
字
幅
の
縮
小
に
努
め
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
よ

う
や
く
こ
の
財
政
難
を
克
服
す
る
道

筋
が
見
え
て
き
た
と
思
い
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
お
り
に
話
を
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
道
は
険
し
い
で
す
が
、

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
い
わ
れ
る

足
立
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

足

立
区長
　
鈴木恒年

女 性 総 合 セ ン タ ー
女 性 相 談 室 の 臨 時 休 業

相談員の研修のため休業しま

す。なお、この日は棚談のf 約も
休業し ます。 臨時休業日=2 月22

日( 金) 問先= 女性総合セン

ター女性相談室

登3880- 5223

情 報 資 料 室 の 臨 時 休 業　

情報資料室は特別整理のため、2

月17 日から23 日まで休館しま

す。 問先= 女性総合センター

。1?3880- 5222
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月12日
から受け付け

児
童
館
お
楽
し
み
会

日
時
=
2
月
2
4日
闘
、
開
場
午
後
1

時
3
0分
・
開
演
2
時

場
所
=
辰
沼

小
学
校
体
育
館

対
象
=
幼
児
か
ら

小
学
生
(
幼
児
は
保
護
者
同
伴
)

内

容
=
劇
団
公
演
「
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
ム
ッ

ツ
リ
の
た
ん
じ
ょ
う
び
」
(劇
団
風
の

予
東
京
)

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

主
催
・
問
先
=

大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー

啻
(
5
6
9
7
)
3
3
9
0

神
明
住
区
セ
ン
タ
ー

晋
(
5
6
8
2
)
5
0
8
9

佐
野
住
区
セ
ン
タ
ー

廿
(
3
6
2
8
)
3
2
7
7

大
谷
田
住
区
セ
ン
タ
ー

さ
(
3
6
2
9
)
5
4
6
0

千
住
あ
そ
び
ま
つ
り

日
時
=
2
月
1
7
日
黼
、正
午
～
午
後

3
時

場
所
=
千
住
公
園

※
雨
天

時
児
童
館

内
容
=
昔
の
遊
び
を
と

お
し
て
三
世
代
が
交
流
し
ま
す
…
大

型
紙
相
撲
/
千
寿
か
る
た
/
ベ
ー
ゴ

マ
/
竹
馬
な
ど

費
用
=
無
料

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
千

住
児
童
館
老
人
館

登
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

青
少
年
指
導
者
講
座

□
つ
な
が
り
の
中
で
子
ど
も
が
育
つ

た
め
に

集
団
で
活
動
す
る
際
に
大
人
が
気

を
つ
け
る
こ
と
や
楽
し
く
か
か
わ
る

こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
て

方
を
学
び
、実
際
に
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

を
体
験
し
ま
す
。日
時
=
3
月
1
3

日
南
・
1
4
日
附
・
2
7
日
南
、午
後
7

時
～
9
時
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
で
青
少
年
活
動
に
か
か
わ
る
方
、

興
味
関
心
の
あ
る
方

講
師
=
三
浦

一
朗
氏
(
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

連
盟
)
ほ
か

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

青
少
年
指
導
者
講
座

「
つ
な
が
り
の

中
で
」
希
望
を
明
記

期
限
=
2
月
2
6

日
必
着

□
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
心
と
身
体
の

つ
な
が
り
を

子
ど
も
会
や
青
少
年
・
グ
ル
ー
プ

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
指
導
の
ひ

と
つ
と
し
て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
加

え
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
=
3
月

6
日
南
、午
後
7
時
～
9
時
講
師

=
村
田
笑
子
氏
(
足
立
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟
)

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
。

青
少
年
指
導
者
講
座

「
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
」
希
望
を
明
記

期
限
=
2
月
2
6

日
必
着-

い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
1
1
7

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

人
権
研
修
会

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

現
在
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
や

児
童
虐
待
、
外
国
人
に
対
す
る
偏
見

な
ど
様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

見
つ
め
、
現
代
日
本
の
抱
え
る
様
々

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
2
月

2
6
日
固
、
午
後
2
時
～
4
時
3
0
分

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

講
演

「
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

に

」/

映

画

「A
l
l
E
q
u
a
l「A

H
D
i
f
f
e
r
e
n
t
(

仮
題
)
」

対
象
=

社

会
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
関
心
の

あ
る
方

講
師
=

竹
村
毅
氏
(

産
業

医
科
大
学
顧
問
・
嬲
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
評
議
員
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

表
現
活
動
講
座
「
観
て
聴
い

て
動
い
て
交
感
和
の
音
色
」

日
ご
ろ
、
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
邦
楽
を
体
で
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
時
=
2

月
1
6日
出
、

午
後
2
時
～
3
時
3
0分

内
容
=
老

人
館
教
室
活
動
の
太
鼓
・
民
謡
、
ま

た
、
講
師
に
よ
る
伝
統
芸
能
を
鑑
賞

後
、
実
際
に
和
の
音
を
聞
き
な
が
ら

体
を
動
か
し
ま
す

講
師
=
金
石
し

ゅ
う
め
い
氏
(
芸
能
家
)

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)
※
動
き
や
す
い
服
装

で

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
部
児
童
館
老
人

館

容
(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
様
々
な
人

た
ち
が
共
同
で
生
活
し
ま
す
。
管
理

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
=
3
月
9
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住

者

講
師
=
齊
藤
広
f
氏
(
明
海
大

学
不
動
産
学
部
助
教
授
)

定
員
‥
H

剏
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
住
宅
計
画

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

消
費
者
講
座
『
も
し
も
の
時
に
困

ら
な
い
お
葬
式
の
あ
れ
こ
れ
』

日
時
=
3
月
1
6
日
山
、午
後
1
時
3
0
～

4
時

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

内
容
=
葬
式
の
費
用
、
手
続
き
、
お

布
施
・
戒
名
・
お
墓
、
一
人
暮
ら
し

の
葬
式
、
家
族
(
親
族
)
の
み
の
葬

式
な
ど
の
話

講
師
=
二
村
祐
輔
氏

(
日
本
葬
祭
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
)

定
員
=
翻
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
―
電
話

申
・
問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

廿
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

失
業
時
代
を
生
き
る

女
と
男
の
緊
急
講
座

と
も
に
仕
事
・
地
域
を
作
り
、

と
も
に
世
界
を
生
き
る

日
程
等
=

表
1

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

※
保
育
あ
り

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
保
育
(
2
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
)
希
望
の
方
は
7
ど
も

の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
を
明
記

期

限
=
2
月
2
2日

場
・
申
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
圀
・
0
8
5
1

梅
Ⅲ
7
1
3
3
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1 女と男の緊急講座日程等

め
ざ
せ
　子
ど
も
　一
条

※

「
俳
句
の
ひ
ろ
ぱ

羝
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

ペ
ン
ギ
ン
の

ポ
ー
ズ
で
歩
く

人
が
い
る

元
宿
小
学
校
五
年

田
中

良
太

あ
た
た
か
い

た
き
火
の
よ
う
な

か
ぞ
く
だ
よ

東
渕
江
小
学
校
五
年

嵯
峨
濃

結
衣

病
院
の

注
し
や
の
に
お
い

大
き
ら
い

扇
小
学
校
六
年

本
村

碧
衣

お
こ
ず
か
い

祖
父
の
手
の
ひ
ら

温
か
い

花
畑
中
学
校
一
年

松
村

真
依

恐
竜
の

化
石
が
さ
そ
う

博
物
館

入
谷
南
中
学
校
一
年

塚
田

邦
人

《
評
‥
@
の
つ
い
た
句
》

だ
れ
も
が
、
に
や
り
と
し
た
り
、
ぷ
っ
と
吹
き
だ
し
た
り
す
る
句
で
す
。

真
似
の
上
手
な
子
も
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
座
敷
で
立
つ
と
き
、
腰
が

痛
く
足
が
し
び
れ
て
ペ
ン
ギ
ン
の
歩
き
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

(
1
)
「え
せ
同
和
行
為
」を
排
除
し
よ
う
　

「え
せ
同
和
行
為
」
と
は
。同
和
問

題
に
対
し
根
深
く
残
る
人
々
の
間
違

っ
た
意
識
に
乗
じ
、
何
ら
か
の
利
権

を
得
る
た
め
同
和
問
題
を
囗
実
に
し

て
、
不
当
な
利
益
や
義
務
の
な
い
こ

と
を
企
業
や
行
政
機
関
な
ど
に
求
め

る
行
為
で
す
。
こ
の
よ
う
な

「
え
せ

同
和
行
為
」は
、国
・
地
方
公
共
団
体
・

民
間
運
動
団
体
な
ど
が
こ
れ
ま
で
永

年
に
わ
た
っ
て
努
力
し
て
き
た
人
権

教
育
や
啓
発
の
効
果
を
覆
す
も
の

で
、到
底
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
、

同
和
問
題
解
決
に
貞
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
民
間
団
体
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を

損
ね
る
ば
か
り
か
、
同
和
問
題
に
対

す
る
誤
っ
た
意
識
を
楠
え
付
け
る
大

き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
え
せ
同
和
行
為
」
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
注
意
事
項

を
参
考
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

《
基
本
的
姿
勢
》

▽
不
当
な
要
求
に
は
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

▽
窓
口
担
当
者
の
み
に
押
し
付
け

ず
、
組
織
全
体
で
対
応
し
ま
し
ょ
う

▽
面
談
は
会
社
の
会
議
室
な
ど
、
管

理
が
お
よ
ぶ
場
所
で
行
い
ま
し
よ
う

▽
具
体
的
な
要
求
を
受
け
た
と
き

は
、
警
察
・
法
務
局
・
弁
護
上
会
・

区
役
所
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

▽
同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
非
難

さ
れ
た
場
合
に
は
、「
法
務
局
に
申
し

出
て
、
今
後
ど
う
す
べ
き
か
法
務
局

の
処
理
に
委
ね
た
い
」
と
伝
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
K
の
同
和
対
策
に
も

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ

掲
示
板

□
百
衛
隊
東
京
音
楽
ま
つ
り

日
程
等
=
3
月
2
日
倒
、
第
一
公
演

…
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
第
二
公

演
…
午
後
5
時
～
6
時
3
0
分
場
所

=
日
比
谷
公
会
堂

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話
申
込
の
う
え
往
復
ハ
ガ

キ
で
応
募

期
限
=
2
月
1
5日

※

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
自
衛
隊
束
京
地
方

連
絡
部
広
報
室

啻
(
3
2
6
9
)
0
7
1
3

・

ふ
く
し
ワ
ー
ク
わ
く
わ
く
就
職
フ

ェ
ア
T
O
K
Y
O
2
0
0
2

日
時
=
2
月
S
日
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
展
示
ホ
ー
ル
2

内
容
=
福

祉
の
仕
事
/
就
職
面
接
会
/
就
職
相

談
/
資
格
相
談
/
6
0事
業
所
の
人
事

担
当
者
と
直
接
面
接

費
用
=
無
料

※
面
接
会
へ
の
参
加
希
望
者
は
履
歴

書
持
参
の
う
え
午
後
2
時
3
0分
ま
で

に
受
付

問
先
=
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
池

袋
ハ
ー
ト
フ
ル
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

啻
(
3
9
8
7
)
4
3
6
7

□
「
悪
質
商
法
1
1
0
番
」
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会

日
時
=
2
月
2
3日
出
・
2
4日
日
、
午

前
1
0時
～
乍
後
4
時

▽
電
話
相
談
(
当
日
の
み
接
続
)

登
(
3
3
5
3
)
9
2
0
5

▽
面
接
相
談
(
嘔
前
に
電
話
予
約
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

京
司
法
書
士
会
事
業
課
(
新
宿
区
本

塩
町
9
-
3

司
法
濳
士
会
館
)

啻
(
3
3
5
3
)
9
1
9
1

訂
正
と
お
わ
び

1
月
2
5
日
号
7
面
「
ひ
ろ
ぱ
」
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び

し
ま
す
。
《
広
報
課
》

★
太
極
拳
講
習
会
2
月
1
0
日
鯛

午
後
O
時
4
0
分
～
2
時
4
0
分
/
梅
田

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館
/
入

門
・
%
式
太
極
拳
の
講
習
/
未
経
験

者
か
ら
中
級
者
/
無
料
/
足
立
武
術

太
極
拳
連
盟
事
務
局
・
西
村

廿
(
3
8
4
0
)
1
2
5
0

★
エ
ア
ー
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
毎
週

金
曜
、午
前
1
0
時
～
H
時
/
う
き
う

き
館
/
体
験
無
料
・
入
会
金
2
千
円

・
会
費
2
千
沺
円
/
了
連
れ
可
/
納

谷

霤
(
3
8
5
5
)
4
5
8
5

□ アフガン難民支援募金 ご協力をお願いいたします。 受付場所( 募金箱) = 各区民事務所、地域振興課、足立区国際親善協会 受付期間=3 月11日
まで 問先= 地域振興課B3880- 5855
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郷土 博物 館・ 企画 展
稲と藁～東京東部農村の稲作と藁加工～
期間=2月19日～4月21日

現
在
は
都
市
化
が
進
ん
だ
足
立
区
も
、
か

つ
て
は
田
畑
の
広
が
る
農
村
地
域
で
し
た
。

多
く
の
河
川
の
下
流
域
に
あ
た
る
東
京
東
部

地
域
で
は
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心
と
し
た

農
業
を
行
い
、
江
戸
(
東
京
)
に
近
接
す
る

米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
広
い
水
田
か
ら
生
ま
れ
る
稲
藁
は
農

閑
期
に
な
る
と
ワ
ラ
ジ
や
ソ
ウ
リ
、
ム
シ
ロ

や
縄
な
ど
に
大
量
に
加
工
さ
れ
、
重
要
な
商

品
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
商
品
と
し
て

の
藁
加
工
品
の
種
類
や
加
工
の
方

法
、
そ
う
し
た
藁
加
工
品
を
生
ん
だ

背
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
作
年
か
ら
行
っ
て
い
る
稲

作
体
験
講
座
「
田
ん
ぼ
く
ら
ぶ
」
の

活
動
成
果
や
、
地
元
に
根
ざ
し
た
藁

加
1
1品
の
実
演
・
体
験
を
(口
わ
せ
て

行
い
、
農
家
の
技
術
や
稲
作
水
Ⅲ
の

資
源
循
環
的
な
環
境
を
考
え
る
f
だ

て
と
し
ま
す
。

□
展
示
構
成

(
1
)藁の
力
…
様
々
な
藁
の
利
用
、
一

般
的
な
藁
加
工
品
の
紹
介

(
2
)足立
の
稲
作
な
ど
…
東
京
東
部
の

水
田
の
開
発
と
換
金
作
物
の
発
展

(
3
)東京
東
部
農
村
の
稲
作
と
藁
加
L

品
…
区
周
辺
地
域
で
の
藁
加
工
と
流

通
の
実
態

(
4
)「あ
だ
ち
田
ん
ぼ
く
ら
ぶ
」
の
挑

戦
・
:稲
作
体
験
講
座
「
田
ん
ぼ
く
ら

ぶ
」
の
成
果
の
発
表
と
各
地
に
広
が

る
日
曜
稲
作
の
可
能
性
の
紹
介

□
展
示
解
説

第
2
上
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
展

示
解
説
を
行
い
ま
す
。
日
時
=
3

月
9
卜
・
4
月
1
3日
、
午
後
1
時
か

ら
約
1
時
間

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

休館日= 月曜日( 祝日の場合
は翌日)

入館料= 大人200 円、
小人100 円

場・問先= 郷土博物館( 大谷
田5- 20- 1)

W3620- 9393
交通= 亀有駅北口から

東武バスF 八潮車庫行」
または 「木曽根行丿
郷土博物館前 下車

・・ 田 ん ぼ の

藁 ボ ッチ
( 昭和25年)

縄をトラック・・
で集荷
( 大正12年ころ)

▲ 昨年の田んぼくらぶによる
収穫「豊作でし た」

▼
な
く
そ
う
!

交
通
事
故
▲

1
3年
中
に
区
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
状
況
は
表
I
の
と
お
り
で
す
。

交
通
事
故
は
、
「
い
つ
で
も
」
「
ど

こ
で
も
」「
だ
れ
に
で
も
」起
こ
り
う

る
も
の
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
ー
マ
ナ

ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
お
互
い
に
思

い
や
り
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を

心
が
け
、
私
た
ち
の
ま
ち
足
立
区
か

ら
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
―
交
通
安
全
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

千
住
警
察
署

容
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

啻
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

啻
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署

`
一
(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

表1 区内警 察署別交通事 故( 13 年12 月末現 在)

※ ( ) は、12年に対する増減数

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちし ています。 問先= 広報係113880- 5815

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
地域の活力は まちのにぎ わいから

あなたの消費が まちのにぎ わいを育てます　
≪産業振興課≫

大
関
　栃
東
関

初
優
勝
で
区
内
に
凱
旋

人
相
撲
初
場
所
で
、
栃
束
関
(
I

ノ
井
部
屋
・
梅
Ⅲ
川
ド
凵
)
が
初
優

勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
大
関
昇
進

後
の
最
初
の
場
所
で
優
勝
」「
親
r
で

幕
内
優
勝
」「序
ノ
囗
か
ら
幕
内
ま
で

の
す
べ
て
の
段
で
優
勝
。一
と
い
う
、

記
録
的
な
快
挙
で
す
。

優
勝
を
決
め
た
1
月
2
7凵
の
夜
、

栃
東
関
が
玉
ノ
井
部
屋
ま
で
凱
旋
パ

レ
ー
ト
。大
勢

の
地
元
住
民

な
ど
が
熱
い

声
援
を
送
り

ま
し
た
。
3
月
1
0

日
か
ら
始

ま
る
春
場
所

で
の
、さ
ら
な

る
活
躍
も
期

待
さ
れ
て
い

ま
す
。

沿道を埋め尽くすファン
の祝福にこたえる栃東関。
優勝旗を持つのは国東関

▼ 玉 ノ井部屋に到着し、
両親である親方とおか
みさんが出迎える

ト
ー
同
が
見
守
る
中
、

大
杯
を
あ
げ
る

寒
風
に
漂
う

梅
の
香

区
内
で
唯

。梅
園
の
あ
る
大
谷
田
公
園

や
、
都
巾
農
業
公
園
で
は
、
例
年
よ
り
I

週
問
ほ
ど
早
く
梅
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▲ 昨年移築された長屋門
と 梅林( 都 市農業 公
園: 1 月22日撮影)

震災時、迷わず歩いて帰れますか

サバイバルウォーク東京

人
震
災
で
交
通
が
寸
断
さ
れ
た

嘔
態
を
想
定
し
、
1
月
1
2日
、
自

宅
ま
で
歩
い
て
帰
る
『
第
8
回
サ

バ
イ
バ
ル
ウ
ォ
ー
ク
』
(帰
宅
難
民

の
会
主
催
)
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

救
護
所
で
は

、
参
加
者
の
住

所
な
ど
の
記
録
や
炊
き
出
し

、

飲
み
物
提
供
な
ど
が
あ
り

、
ま

た
、
今
回
初
め
て
携
帯
電
話
を

安
否
確
認
に

、P
H
S

を
居
場

所
の
特
定
に
利
用
す
る
実
験
も

行
わ
れ
ま
し
た

。

参
加
さ
れ
た
一こ
木
靜
f

さ
ん

(
6
6歳
・
H
ノ
出
町
)

は
、
「
歩

く
の
に
慣
れ
て
お
い
た
り

、
地

図
を
見
て
七
要
道
路
く
ら
い
は

把
握
し
て
い
た
力
が
い
い
で
す

ね

」
と
弓
‥つ
て
い
ま
し
た

。

皆
さ
ん
も

、
万
が

。の
状
況

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

・4「やっと着いたあ　～
j 都庁から区役

所前の救護所( 写
真下) に無事到着
し た三木さん( 距
離約16km)

笑顔がはじけた　成人の日の集い
1
月
1
4
H
、3
f
人

を
超
え
る
.
卜
歳
の
若

者
を
東
京
武
道
館
に
迎

え
て
、「
成
人
の
日
の
集

い
」が
行
わ
れ
ま
し
た

澄
み
き
っ
た
晴
大
の

も
と
、
真
新
し
い
ス
ー

ツ
や
振
り
袖
、
袴
に
身

を
包
ん
だ
若
者
た
ち

は
、
友
人
と
の
記
念
撮

影
な
ど
で
、
皆
さ
ん
飛

び
っ
き
り
の
笑
顔
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
式
典
で
は
、
若
者
の
ア
イ
デ
ア
を
い
か
し
、
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
の
指
揮
者
に
新
成
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

区
長
か
ら
は
「
セ
ン
ス
と
パ
ワ
ー
を
惜
し
み
な
く
発
揮

し
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
、
悔
い
の
な
い
人

乍
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
の
・ぽ
葉

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

※
今
年
、
区
内
で
二

t
歳
を
迎
え
た
新
成

人
は
、6
不
6
1
1人

卜
そ
の
笑
顔
が
)
:二
十
歳
の
原
点

▲ 西伊興龍巳組の親子による迫力あ
る民舞が、会場を盛り上げました

だれにも便利で快適な公共交通に
コミュニティバス・綾瀬～六木コース
1 月14日、神明住区セン ター前で、

コミュニテ イバ ス「はるかぜ」第2 弾の

連行側始記念式典が開催されまし た。
地元の 児童による踊りや、 束部障 害

福祉総合センター通所者と辰沼小児童
の代 表者による運転手への花束贈呈な

ども行われ、盛大な式典となりました。

このバ スは小型で 小同りがきき、環
境に優しい巾両です。 嘔日は5 台で約60

往復運行し、綾 瀬駅と 六木都住の間
を約25分で結び ます。

4 式典には地元関係者
など約150人が参加

▼ 神明 住区 センター学撞
保育室のダンスグラフ

がパラパラを披露

古紙配合率75%再生紙を使用しています Ya. K. N225, 000


